
担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

１－１ 備蓄物資整備事業１ 防災・まちづくり
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施策３３ 地域防災力の強化

防災課

防災センター４階１番

３６４７－９５８７

６２１６

食料品や生活必需品などの備蓄物資管理の精度を向上

先進的な物品管理システムによる防災倉庫の備蓄物資再整備
災害時の備蓄物資提供をより正確かつ効率的に！

３,１４６万円

◆事業内容

最新の物品管理システムを導入することで、各防災倉庫内における備蓄物資管理の精度を
向上させ、災害時利用に備えたレイアウトの見直し・整理・配置換えを実施します。

◆目的・背景

○ 災害時に正確かつ効率的な備蓄物資供給ができる環境を整備します。

○ 近年の備蓄物資に対するニーズの多様化・数量増加等により、各防災倉庫のスペース不
足・備蓄物資管理の複雑化が課題となっていることから、備蓄物資の管理体制の見直しが
求められています。

◆特色・効果

○ 防災倉庫内のレイアウト見直しを実施することで、被災者への備蓄物資供給を、よりスムー
ズに行えるようになり、災害時の安全・安心に寄与します。

○ 管理ラベル（コード等）によるデータ読み取りを行い、災害情報システムと連動することで、
正確な在庫管理が可能になります。

○ 備蓄物資の再整備によって確保できたスペースに、新たな備蓄物資の配備を検討するこ
とが可能になります。

◆導入スケジュール

◆実施場所

区内防災倉庫 全２４か所

新たな取組み

豊洲シビックセンター防災倉庫内

備蓄物資の一例

年 度 内 容

平成３１年４月～ システム構築・再整備作業を開始

平成３２年度 システム導入・レイアウト見直し完了
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

３６４７－９４９１

２９８３

燃えない・燃え広がらないまちづくりを推進

旧小名木川保育園跡地等を防災に資する公園に整備
地域の防災性向上と多世代交流を生み出す広場のある公園が出来ます！

１－２１ 防災・まちづくり 不燃化特区推進事業 等
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施策３２ 災害に強い都市の形成

地域整備課

５階２２番

事業経費
不燃化特区推進事業 ７,３７９万円

耐震・不燃化推進事業 ５８７万円◆事業内容

○ 不燃化特区（北砂三・四・五丁目地区）内に、地域の防災性向上と多世代交流を生み出す
広場のある公園を整備します。

○ 不燃化特区以外の不燃領域率（※）の低い地区では、現況調査を実施して、最新のデータを
算出します。

◆目的・背景

○ 不燃化特区は、住宅が密集しており、延焼遮断帯としての空地や災害時の一時集合場所
の確保が重要であることから、防災機能を有する公園を整備することで、地域の防災力を高
めます。

○ 最新の不燃領域率を算出することで、不燃化の進捗状況を確認します。

◆特色・効果

○ 移転した保育園の跡地等を活用し、不燃化特区指定後、初めての公園整備を行います。

○ 住民参加型のワークショップを開催するなど、地域とともに公園づくりを進めています。

○ 防災訓練やこどもの遊び場、地域の行事などを通じて、多世代が交流できる広場を整備し
ます。

◆公園概要

場所 旧小名木川保育園跡地等（北砂五丁目２１番５号）

規模 敷地面積：約１,５５５㎡

機能 マンホールトイレ、防火水槽、かまどベンチ等

公園整備予定地

整備イメージ マンホールトイレ設置例 不燃化特区の範囲

◆開園予定

平成３１年１２月

※ 不燃領域率 ： まちの燃えにくさを表す指標

事業の拡充
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

策 定 状 況 江東区 墨田区 足立区 葛飾区 江戸川区

洪水ハザードマップ（※） 平成３１年度 平成３０年度 平成３０年度
平成３１年度

予定
平成３０年度

高潮ハザードマップ 平成３１年度 ― 平成３０年度
平成３１年度

予定
平成３０年度

想定し得る最大規模に基づく水防対策

洪水ハザードマップの改定・高潮ハザードマップの新規作成
家族を守るのはあなた！知ろう・備えようハザードマップ！

２,６５０万円

３６４７－２５３８

６４６１

◆事業内容

最新の情報や災害想定に基づいて、荒川の氾濫・洪水が発生した場合に備えた 「洪水ハザ
ードマップ」を改定し、東京湾で大規模高潮が発生した場合に備えた「高潮ハザードマップ」を
新たに作成します。

◆目的・効果

○ 浸水の深さや継続時間等が具体的に伝わるハザードマップを作成することで、日頃からの
防災意識を高めるとともに、災害発生時には、避難に関する有用な情報提供ツールとなり、
迅速な安全確保に役立ちます。

○ 平成３０年３月の東京都による「高潮浸水想定区域図」の公表、同年８月の「江東５区大規模
水害ハザードマップ」（※）の公表を踏まえ、避難情報を更新するとともに、解説や資料の充実
を図ります。

◆事業概要

◆江東５区の状況

河川公園課

防災センター６階２番

施策３２ 災害に強い都市の形成

１ 防災・まちづくり

○ 作成後、区報等にて周知します。

○ データは、区ホームページに掲載し、印刷物は、庁舎・

防災センター・各出張所・図書館にて配布します。

事業の拡充

※ 想定最大規模への改定状況

洪水ハザードマップ 高潮ハザードマップ

策 定 内 容
想定最大規模への
改定

浸水深・浸水継続時間
を踏まえて新規作成

発
行
内
容

日本語版 ５万部 印刷 ５万部 印刷

外国語版 英語版・中国語版・韓国語版（データ）

１ー３ 水防対策事業

現在の洪水ハザードマップ

高潮浸水想定区域図（東京都）
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※ 江東５区広域避難推進協議会において、「江東５区大規模水害広域避難計画」とともに検討・策定
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